







産菌 Campylobacter fetus （C. fetus）が知られていたが、
1977年に Skirrow M.B.１）および 1979年Butzler J.P.ら２） 
によって、新たなカンピロバクター腸炎菌が発見さ
れた。現在では、カンピロバクター属菌では、ヒトの












































































































1 6/4 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ ND
2 6/4 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ ND
3 6/4 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ ND
4 6/4 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ ND
5 6/11 A 豚 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ G
6 6/11 A 豚 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 － ＋ ＋ ND
7 6/11 A 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ G
8 6/11 A 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ G
9 6/11 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ B
10 6/11 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ N
11 6/11 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ J
12 6/11 E 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 耐 － ＋ ＋ ND
13 6/11 E 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 耐 － ＋ ＋ ND
14 6/11 E 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 耐 － ＋ ＋ ND
15 6/18 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ B
16 6/18 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 － ＋ ＋ J
17 6/18 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ｱ ND
18 6/18 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 － ＋ ＋ ND
19 6/25 A 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 － ＋ ＋ ND
20 6/25 A 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 － ＋ ＋ ND
21 6/25 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ ND
22 6/25 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ F
23 6/25 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ＋ N
24 6/25 E 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 耐 － ＋ ＋ ND
25 6/25 E 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 耐 － ＋ ＋ ND
26 6/25 E 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 耐 － ＋ ＋ ND
27 7/2 A 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 耐 － ＋ ＋ ND
28 7/2 A 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 耐 － ＋ ＋ ND
29 7/2 B 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 ＋ ＋ ｱ ND
30 7/2 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 － ＋ ＋ ND
31 7/2 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 － ＋ ＋ ND
32 7/2 D 鶏 ＋ － ＋ ＋ 耐 感 － ＋ ＋ B
32分離株は以下のように同定された
　　C.jejuni 16株（菌株 No.1-5,7-11,15,17,21-23,29）
　　C.coli  7株（菌株 No.16,18-20,30-32）
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検査日＊ 3 6/4 6/11 6/8 6/25 7/2
A 鶏・豚＊ 1 鶏 鶏 鶏 3/5,豚 1/5＊ 1
B 鶏 鶏 1/5
C 鶏 0/5
D 鶏 鶏 鶏 鶏 鶏 鶏 5/5＊ 2
E 鶏 鶏 鶏 2/5
畜種毎検出割合：鶏 11/25、豚 1/26、牛 0/23
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